
第 ５ 学 年 体 育 科 学 習 指 導 案

５年１組 指導者 大 賀 拓 也

単 元 エンジョイ！ＮＦＢベース（Ｅ ボール運動 ベースボール型）

１ 本単元でめざす子どもの姿について

対象と向き合う子どもの姿【対】 自己と向き合う子どもの姿【自】 他者と向き合う子どもの姿【他】

◯よりよい攻防を見出すために、自己の ◯よりよい攻防を見出そうとすることを ◯よりよい攻防を見出そうとする中で、

役割を果たしながら、ボールを打つ とおして､競い合う楽しさやチームに チームの特徴に応じた作戦をゲーム

攻撃や隊形をとった守備をするため 貢献できる喜びを味わっている｡ に生かし仲間と関わっている。
の動きを繰り返し行っている。

２ めざす子どもの姿を実現するために

本学級の子どもたちは、ゴール型ボール運動の学習において、仲間と共にチームの特徴に応じた

作戦を生かし繰り返しゲームに取り組んできた。このような子どもたちが、仲間と共にチームの特

徴に応じた作戦を生かしながらベースボール型ボール運動の学習に取り組む。そうすることで、集

団対集団で得点を競い合う楽しさやチームに貢献できる喜びを味わうことができると考えた。

本単元は、ボールを打つ攻撃や隊形をとった守備をするための動きを身に付け、チームの特徴に応

じた作戦を生かしながら繰り返しゲームに取り組む学習である。子どもたちは、単元をとおして「勝つ

ためにはどうすればよいか」といった問いをもち、ゲームに取り組んでいく。その際、自己の役割やチ

ームの特徴を明確にして学習に取り組ませたい。そうすることで、必要感をもって練習に取り組む中で

動きを高めたり、チームの特徴に応じた作戦をゲームに生かそうとしたりすることができると考えるか

らである。

そこで、以下のような支援を具体化し、本単元でめざす子どもの姿の実現を図る。

○ 毎時間、チームの特徴に応じて練習内容が選択できるドリルタイムを設定する。そうすることで、

必要感をもってボールを打つ攻撃や隊形をとった守備をするための動きを身に付けることができる

ようにする。【対】

○ ゲーム中、攻撃側が、捕球場所と進塁先を書いたシールを共有ボードに貼り、攻め方や守り方を

分析するよう促す。そうすることで、仲間と共にチームの特徴に応じた作戦を見直し改善すること

ができるようにする。【他】

○ 振り返りの際は、自己の役割がチームの成果に反映したかを問う。そうすることで、チームへの

貢献を自覚することができるようにする。【自】

３ 本単元の目標

○ 仲間と共にチームの特徴に応じた作戦を生かしてゲームをする中で、ボールを打つ攻撃や隊

形をとった守備をするための動きを身に付けることができるようにする。

○ 繰り返し運動をする中で、自己の役割を果たし、集団対集団で得点を競い合う楽しさやチー

ムに貢献できる喜びを味わうことができるようにする。

４ 本単元における評価規準

知識・技能(知) 思考・判断・表現(思) 主体的に学習に取り組む態度(態)

○ベースボール型ボール運動の行 ○自己の役割やチームの特徴を明 ○学習に進んで取り組み、集団対
い方を理解し、ボールを打つ攻 確にし、チームの特徴に応じ 集団で得点を競い合う楽しさや
撃や隊形をとった守備をするた た作戦を仲間に伝え、ゲーム チームに貢献できる喜びを味わ
めの動きを身に付けている。 に生かしている。 っている。

５ 指導計画（全１１時間）

第１次 ベースボール型ボール運動の行い方を理解し、学習の見通しをもつ（２時間）

第２次 ゲームを行う（７時間）【本時６／７】

第３次 中学生とブレイクベース大会を行う（２時間）



６ 本時案 【平成３０年１１月２日 ９：５０～１０:３５ 白石小学校グラウンド】

（１）ねらい チームの特徴に応じた作戦をゲームに生かし、よりよい攻防を見出すこと

ができるようにする。

（２）学習過程 ※下線は３つの向き合う姿が表れている子どもの意識

学習活動・学習内容 子どもの意識 ◯教師の支援

○ドリルタイムではチ

ームの特徴に応じて

１ 前時の学習を振 ・ 前回は、送球ミスが多かったね。 練習するよう促す。

り返る。 （５分） Ａ ドリルタイムは送球を中心に練習しよう。 そうすることで、必

２ チーム毎にドリル ・ 前よりも真っ直ぐに投げられるようになっ 要感をもって練習で

タイムに取り組む。 たぞ。今日はミスしないぞ。【対】 きるようにする。

（10分） ・ さあ、「送球は２塁作戦」でゲーム開始だ。 【対】

・ボールを打つ攻撃 Ａ 今日の対戦相手は、レフト方向をねらって ○ゲーム中、捕球した

・隊形をとった守備 いるようだから、そちらを固めよう。 場所と進塁先が書か

をするための動き ・ ２塁に送球。ストップ。やった、正確に送 れたシールを共有ボ

３ 対戦表に合わせ、 球できたぞ。次の回もこの調子で守ろう。 ードに貼り、攻め方

ゲームを行う。 ・ Ａ君、ボードを見て。相手はレフトだけで や守り方を分析する

（25分） なく、いろいろな方向に打っているよ。 よう促す。そうする

・チームの特徴に応 Ａ 次の回は、守備位置を広げて守ろう。【他】 ことで、作戦の効果

じた作戦 ・ 先頭バッターは１塁でストップできたね。 を見直し改善するこ

Ｂ よし、捕れた。２塁でストップ。 とができるようにす

・ ああ、ホームインされてしまったよ。 る。【他】

○ストップかブレイク

かの判断に困る場面

・ ランナー１塁で捕球場所は内野だったね。 を見取った際はゲー

Ａ だから、ブレイクがねらえたよ。【他】 ムを止め、捕球した

Ｂ 次は、捕球が内野ならブレイクをねらうよ。 場所とランナーの位

Ａ 捕球する人だけでなく、先回りして待つ人 置を再現させるよう

も大事だよ。声をかけ合おう。 にすることで、双方

・ Ｂさん、内野ゴロだ。先にホームに走るよ。 の距離感を確認し、

Ａ 間に合うよ。Ｂさん、走って。 送球先の判断の根拠

Ｂ やった。ブレイク成功。勝ったよ。 にすることができる

４ チーム毎に振り ・ 前より守備がよくなったから楽しかった ようにする。【他】

返りをする。 よ。ぼくは、送球が上手にできたよ。 ○振り返りの際は、自

（５分） Ｂ 捕球の位置に合わせて送球先を考えたから 己の役割がチームの

・チームの成果と課 ブレイクできたよ。それで失点が減ったこ 成果にどう反映した

題 とが勝利につながってうれしいな。【自】 かを問うことで、チ

・自己の役割 Ａ 捕球しない人が送球先を判断して、先に動 ームへの貢献を自覚

くとスムーズにブレイクができたね。 することができるよ

・ 次もしっかり守って勝ちたいな。 うにする。【自】

（３）板書計画

今の場面、どのように守ればよかったかな。

勝つためには、どうすればよいか。


